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東
選
熔
柑
棋
は
、
↑
蝋
淡
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
票
く
か
ら
注
回
答
れ
殺
し
た
。
問
問
粉
剖
年
代
緩
か
ら
は
、
大

刷
出
回
憾
の
時
腕
時
脳
内
γ
鈴
懸
需
省
の
宅
拙
組
問
開
発
ガ
進
み
、
入
門
M

H

陣
織
噛
明
日
九
瑚
楠
蛸
刷
。
円
手
市
町
H

刊
に
及
ぶ
手
緑
樹
蛸
の
流
総

人
口
は
闘
明
夜
、
官
時
忍
よ
そ
柑
万
人
、
依
然
と
し
て
減
努
〈
ロ
滋
幽
実
続
け
て
い
ま
す
a

夢
路
樹
紛
の
世
相
概
践
は
、
少

な
く
と
も
叫
佳
代
の
擦
を
↓
号
、
氷
の
汚
れ
官
官

4mす
C
O
D
(量
的
緩
紫
綬
求
総
〉
叫
肺
機
臨
時
議
議
の
5
F
P
M

よ
り
も
低
く
な
っ
て
い
欲
し
獄
。
な
こ
ろ
が
、
開
発
に
参
訟
を
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
紀
平
賀
沼
の
港
湾
は
ゑ
渓

に
遂
ゐ
、
特
俸
は
C
O
R
M
の
雌
開
放
問
P
P
M
を
示
し
て
か
ら
は
、
下
世
世
議
m
y酎
盤
崩
闘
争
ヘ
ド
ロ
の
し
ゅ
ん
絞
っ
、

熊
一
ナ
イ
ア
オ
イ
の
癒
裁
な
ど
さ
ま
ざ
ま
怠
渉
終
掛
川
織
が
捻
滋
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
管
、
い
出
訴
の
と
こ

ろ
ぬ
滋
mw
氷
演
は
ご
進
一
滋
d

で
ザ
。
相
ナ
脚
閥
抑
制
の
滞
家
人
口
一
人
巡
り
の
貯
水
縁
日
跡
、
抽
踏
の
混
浴
と
伐
採
す

る
と
小
さ
く
、
猿
緩
か
ら
の
然
ω
消
滅
帥
帥
ψ

叫
が
沼
の
湾
揖
却
の
間
抑
制
%
↑
智
伊
閉
め
て
い
る
み
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
糊
制
緩

く一ず
h
v
噛
時
へ
僻
慨
し
叫
跡
的
所
へ
出
品
さ
な
い
、
食
器
や
フ
ラ
イ
パ
ジ
は
つ
い
た
泊
朝
日
他
紙
で
ふ
さ
取
る
、
台
所
や
也
府
綴

蜘
慨
に
は
ゴ
ミ
間
取
り
を
つ
け
る
、
決
済
同
悼
m
明
右
け
ん
港
後
う
、
こ
う
し
だ
気
密
り
を
務
家
燃
が
診
る
だ
け
で
も
、

陣
地
れ
の
約
四
%
を
滋
少
す
る
と
と
が
で
数
時
執
す
。
行
政
ガ
遂
め
る
施
策
と
筋
漢
の
緩
紬
剛
被
間
綴
応
ず
れ
ば
、
水

気
浄
化
は
大
き
〈
際
線
す
る
は
ず
で
す
。
こ
の
襲
、
あ
な
た
も
李
総
滋
の
線
状
穫
祭
察
、
、
手
賀
沼
浄
化
議
轡

え
る
澄
袋
綴
総
じ
で
務
総
で
の
水
質
浄
化
へ
の
取
り
組
み
ゑ
た
明
、
み
ま
せ
ん
か
。
ま
だ
、
手
鎚
滋
浄
化
へ
の

綴
い
な
込
め
た
学
資
混
常
時
火
大
会
は
日
開
門
各
一
回
(
十
点
、
ぜ
ひ
ご
家
絞
蕊
そ
ろ
い
で
お
楽
し
み
く
だ
也
訳
。
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同
町
が
か
け
て
い
る
、
我
孫
子
市
石
け
ん

総
附
刷
機
滋
協
議
会
」
め
主
附
躍
で
続
上
波

祭
会
が
何
日
わ
れ
ま
す
お

祝
祭
会
ぞ
は
滋
際
紛
に
来
日
掛
し
、
汚

れ
内
厳
然
、
汚
れ
の
状
況
‘
本
安
保
全

内
総
策
な
ど
の
説
明
を
つ
け
な
が
ら
符

れ
の
ひ
ど
い
大
綴
山
内
、

L
A
持
川
刈
口
や

浴
の
中
央
部
な
νし
乞
帥
持
学
し
E
い
た
だ

魚
、
ま
す
a

務
加
貨
は
無
料
a

お
気
軽

ι

ご
審
判
胤
く
だ
さ
い
。

v
g時

8
R
3
日
{
本
)
午
組
問
問
時
か

ら
正
午
〈
築
会
・
中
山
内
公
開
問
鈴
会
議
室
」

V
線
終
人
総
縄
問
山
名
(
先
着
幅
制
)

V
申
し
込
み
・
間
同
い
合
わ
せ
後
綴
寸

+
市
民
生
活
課
へ

;
瀧
懇
字
通
語
審
議
汗
潤
一
章
一
、

事下一畑一一一一喝丹日

E
b
へ↑ヘ品目

三
一
品
川
ー
と
4
一
目
も
ノ
一
ノ
J
3

8
湾

5
日
出
午
後
7
終

i
s時
却
八
万

手
賀
沼
浄
化
へ
的
綴
い
寄
付
時
的
、
今
今
年
は
、

4
m片
山
い
闘
激
し
た
乎
相
対
描
マ
交
通
規
制
腕
時
間
附
午
後
6

年
も
、
我
和
子
市
、
納
州
市
、
沼
南
町
の
公
開
柏
崎
臨
ん
か
ら
総
仇
怖
い
来
る
沼
結
合
理
時
か
ら
9
時

zt削
1
附附ム静岡問問で
o
o
H
n
5
日
(
土
)
、
手
織
が
や
行
場
叉
間
闘
と
し
て
開
放
‘
向
概
数

v
mい
会
わ
せ
予
知
H

沼
花

繁
務
総
点
・
式
会
を
問
問
鍛
し
ま
す
。
ス
ペ

i
ス
が
グ

i
ン
と
ア
ッ
プ
。
ご
命
感
心
丸
太
会
零
忽
世
間
員
会
一
礎
工

制
明
日
骨
子
、
粉
、
総
出
聞
の
3
会
場
か
ら
族
お
そ
ろ
い
で
、
涯
の
夜
の
ぷ
仰
向
棋
会
内
)
官
(
開
)
3
1
3
1
‘

打
ち
上
げ
ら
れ
る
潟
大
は
、
ス
タ
1
7

典
彬
を
お
織
し
み
〈
だ
き
い
。
中
市
役
所
指
削
工
級
品
山
総

イ
ン
、
悶
八
議
、
殺
掛
け
花
大
な
ど
8
5

な
お
、

8
mけ
5
悶
雨
天
の
場
合
は
、

。
。
臨
時
を
予
湾
我
H

骨
子
会
織
か
ら
は

6
H
(
臼
)
ま
た
は
四
日
(
土
)
に
繍
制
緩

滋
酒
に
広
が
る
水
中
校
火
も
れ
も
よ
げ
に
な
り
ま
す
@

ら
れ
ま
す
D

V

我
柑
冊
子
会
場
争
終
病
公
開
沖
湖
上

手
相
民
浴
的
水
総
浄
化
と
鯵
織
で
安
全

な
く
ら
し
ゃ
勿
ボ
的
、
い
引
け
ん
的
使
用
を

刷
機
組
輔
漉
糠
浩
洪
潤
定
灘
田
植
供
出
F

手
騨
同
調
融
静
化
器

藤
匂
議
ん
る
甫
民
議
勝

手
終
液
晶
附
ル
刊
に
つ
い
て
権
回
片
的
み
な
と
し
、
会
柏
崎
で
地
滋

fd-践
活
動
を
し

静
ま
と
考
え
て
い
く
「
手
気
縫
静
化
を
て
い
る
方
を
講
師
に
招
き
ま
し
た
切
線

唱
え
る
市
民
議
盗
ヘ
キ
専
は
、
約
山
削
減
液
会
は
8
汚
加
自
〈
日
)
、
総
持
潟
大
脇
町

高
知
研
究
緩
と
糸
線
守
備
削
減
会
会
品
開
催
市
で
大
野
め
水
を
培
、
え
を
常
々
町
訟
を
務

が

ま

+

v

Q

め

る

齢

別

問

後

な

災

的

「

お

い

し

い

本

は

時
年
は
、
学
者
や
部
制
限
記
者
を
緩
急
笈
も
円
い
:
本
と
桑
存
す
る
社
会
を
め
宰

S
問
問
迷
絞
で
開
催
、
初
め
て
的
試
み
に

L
て
ー
ー
を
皮
切
9
に
、
統
畿
の
日
明
械

も
か
か
わ
ら
ず
、
帰
刷
機
絡
す
後
、
受
講
生
で
5
総
同
開
拙
惜
し
ま
す
。
入
場
無
利
各

か
ら
ご
い
れ
か
ら
も
や
一
銭
榊
出
静
化
や
周
溶
液
会
と
も
、
抽
な
し
た
彩
で
組
ん
で

滅
的
出
制
齢
叫
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
ミ
フ
い
あ
り
ま
す
の
で
、
都
合
の
つ
く
滋
愉
酬
を

と
識
し
が
出
る
ほ
ど
媒
り
上
が
守
を
み
聡
議
し
て
い
た
だ
い
て
も
総
織
で
す
ぬ

せ
ま
し
た
e
写
減
、
「
ふ
れ
あ
い
苧
質
汚
な
お
、
戸
市
社
あ
い
苧
策
情
的
の
つ
ど

の
つ
ど
い
い
内
会
{
絞
肱
)
が
結
成
さ
れ
、
い
い
肉
食
に
附
関
心
の
あ
る
方
は
、
一
一
一
品
丹

念
で
は
、
す
で
に
南
部
手
貨
や
溺
岡
町
出
精
九
日
間
)
1
0
4
6
又
は
中
丸
暗
〈
印
刷
)
2

務
部
周
辺
町
水
田
‘
斜
液
林
。
火
機
川

3
4
6
へ。

法
域
内
状
況
な
ご
的
問
地
学
会
を
開
き
‘

V
M問
い
合
わ
せ
然
嶋
偶
然
会
議

千
加
商
務
や
そ
の
閥
辺
町
環
竣
M
開
会
を
諒

え
る
会
終
的
発
行
な
ど
の
滋
滋
を
行
っ

て
い
ま
す
。

山
階
也
岬
相
削
訴
畑
凡
凶
問
と
的
決
問
問
で
悶
開
催

す
る
舟
，
m
闘
の
泌
総
務
総
門
メ
イ
ン
テ
i

ザ
は
、
ぷ
小
a

成
時
そ
し
て
人
L
O

副
総
を

9
月山品

a同開

埼

千
都
滞
緩
も
や
略
的

4
Hか
ら
、
土

問
噸
問
問
中
げ
制
制
が
袋
織
さ
れ
て
、
F
安
u司

鱗
2
・
第
4
土
眼
目
が
体
み
に
な

り
ま
し
た
。

代
孫
子
中
期
も
G
開
パ
の
泳
刷
川
市
議

会でふん問時間閉山げ開出
M

悼
の
条
例
案
が

綴
察
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
@

こ
れ
に
伴
い
、
市
め
蜘
問
機
は
、

8

m
丹
波
詩
的
ホ
即
時
日
か
ら
、
相
時
前
月
第

2
・
務
主
磁
日
必
体
ま
ぜ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

た
だ
し
、
交
粧
品
制
酬
明
務
的
絞
殺

や
+
十
日
ω
総
務
い
品
約
閉
め
多
い
下

紛
糾
的
公
議
総
裁
に
つ
い
て
は
、
第

2
・
第
4
土
曜
E
も
滋
常
ど
お
り

業
務
を
行
い
ま
す
。

叫
附
仰
時
的
み
な
努
ま
の
ご
澄
解
と

M

}

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

a

vm問
い
合
わ
せ
人
事
総

支十反立す

r 合

市
T.¥. ，p、

各

生

委主

交
通
幾
制

点
一
一
司
は
、
下
湿
の
と
お
守

交
巡
規
制
が
行
わ
れ
、
汲
絡

が
予
知
温
さ
れ
ま
す
の
℃
ゐ
会

場
へ
は
‘
な
る
べ
〈
電
車
等
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Fおの華主主互の翼運まま事績がどのような状況にあり、

みなさんの絞めた大切主主税主主がどのような告をわれ

7きをしだのか、みなtさんにご霊塁線いただくため、

飽和63年療の決算見込みを!:tl惨なあの懸波状況を

お知らtきします。=街露支富豪=

需

品

仇

3
q
L

り
、
間
関
・
線
交
出
品
泌
が
大
絡
に
増
加
す

る
な
と
、
地
方
交
付
制
怖
が
滋
九
日
時
む
な

か
で
、
収
入
全
体
で
は
前
年
成
叫
ん
9
-

4
ん
待
機
内
2
9
6慾
1
4
9
6
万
m
門
と

な
る
見
込
み
で
や
九

こ
う
し
た
絞
入
門
機
綱
吉
伸
び
を
受

け
て
支
出
叫
曲
で
は
第
1
次
総
本
計
総

に
議
，
つ
い
た
各
憾
の
洛
油
精
を
実
施
し
、

決
議
な
都
中
市
域
機
づ
く
り
と
市
民
サ

l

ピ
ス
の
充
実
を
め
ざ
し
と
険
機
総
八
万
を

日
付
い
ま
し
た
。

ゑ
な
秘
情
併
と
し
て
、
住
仰
向
記
録
写
山
叩
鐙

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
A
テ
ム
問
問
先
関
連
卒
業

に
1
億
6
0
0
0
万
円
、
我
M
m
?
?
削
帆
お
口

出
M
転
車
紘
一
都
場
経
帥
同
事
業
に
5
山田
6
0

0
万
円
、
相
判
制
時
ツ
ナ
釈
中
隔
兆
抑
制
十
市
改
造
事

業
に
口
俊
7
0
0
0万
m
門
、
総
本
対
策
事

業
仁
7
億
4
0
0
0
万
m
ぺ
潟
ノ
織
公

泌
総
機
構
議
に
1
抽出
4
0
0
0
万
照
合

ど
の
ほ
か
、
〈
川
内
品
称
〉
為
的
博
物
銭
建

設
事
業
と
+
市
殺
ん
は
議
抑
制
ム
W

印刷除問山地時鳩山肌

駁
業
に
も
泣
相
手
し
、
歳
出
総
蛸
酬
は
治
部

俊
比
ωo
，

z
%増
刊

1
9
2
佼
4
0
9

2
万
円
に
な
る
M
品
川
地
み
で
す
。

齢
制

水
議
事
畿
郵
軒

離
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1
7
3
匂
8
e
H
R

以
統
的
問
帆
支
は
木
町
供
給
事
裁
を
主

体
と
し
た
絞
殺
術
品
則
的
収
支
で
・

S
億

9
7
9
7
万
河
町
議
常
者
的
見
、
込
み
、
資

本
的
問
相
支
は
配
水
管
早
稲
設
や
脇
泌
総

設
緒
的
収
支
で
、

6
同地
2
8
5
8
万m門

的
不
足
が
仕
ん
じ
る
時
品
川
協
で
す
。
こ
の
不

足
音
は
、
過
年
昨
慌
の
刊
談
合
総
帥
閉
し
た

自
じ
資
金
ぞ
総
て
ん
し
ま
す

e

持
部
4
H
nに

1aQdo怒
何
で
ス
タ
ー

ト
し
た
総
和
的
部
出
版
予
算
は
、
年
度
途

中
に
4
図
的
議
亙
悲
」
甘
い
、
殺
終
予
算

削酬は

z
o
o慾
8
7
1
0
万
m
円
と
な
り

ま
L
た
"

こ
の
絞
終
?
?
脚
仲
蛸
酬
に
叫
刊
し
、
間
帆
入
商

で
は
、
最
近
的
同
町
紫
気
者
一
試
験
し
て
市

総
が
問
問
人
・
法
人
市
民
税
を
中
心
に
約

笠
液
化

9
・
?
%
の
持
が
を
一
市
し
ま
し

れ
ん
@
ま
た
、
鞠
暗
殺
一
事
滋
絡
め
紙
大
に
よ

;
4
1高

3
7
5
仰
向
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畑
出
通
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富
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部
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守
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農
地
を
農
地
以
外
的
照
淡
以
後
ぽ
位

す
る
説
明
会
に
は
、
農
地
法
に
然
ヅ
〈

曲
般
的
指
転
問
問
が
必
鮮
で
す
。
ま
た
、
農

地
に
残
土
等
で
絞
め
況
で
す
る
場
合

も
許
可
が
必
要
で
す
。

ゆ
}
的
許
可
申
議
を
し
な
い
で
工
事

等
心
議
ヂ
し
れ
ん
場
合
は
、
違
反
転
用

と
し
て
処
明
則
的
対
教
と
な
る
ば
か
り

か
、
没
後
m
w
h
h
に
も
漆
裁
を
か
け
る

ゆ
}
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

自
分
内
所
企
刊
す
る
線
地
H

ん
か
・
り
と

い
っ
て
勝
子
に
転
錦
サ
ず
、
必
ず
転

0.0 

-66.4 

8.2 

U 

1入あたり

お

V
申
議
方
法
申
泌
慾
に
必
祭
事
担
唱
を

記
入
し
、
災
対
的
波
紋
議
対
的
制
ま
た
は

紛
れ
慨
然
滋
人
一
福
祉
係
へ
議
後
冷
静
し
て

く
だ
さ
い

q

V
申
請
織
娘
。
。
月
四
時
nn
へ先〉

マ
支
給
方
法
町
抗
議
は
お
地
隊
総
合
的

災
生
投
銭
さ
ん
が
お
腐
け
し
ま
す
。
税

金
は
山
中
繍
数
下
m
m
に
記
載
さ
れ
た
崎
誠
一
打

口
腹
じ
録
込
に
て
支
給
1
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
悩
同
校
談
窓
人
協
後
係

一露支会計決算見込み

特

別

金

計

に
t
v
れ
ず
に
申
繍
附
し
て
〈
だ
さ
い
n

な
お
、
議
当
す
る
万
で
中
犠
織
が
開
掛

か
な
い
だ
は
、
福
祉
議
乏
人
間
四
社
係
へ

一
総
合
計
と
は
後
欄
械
を
総
分
し
、
特

別
会
計
を
設
設
し
て
特
出
抵
の
務
総
を
ふ
行

っ
て
い
ま
ず
。

B
同
月
間
同
お
ま
で
に
綴
役
懇
へ

紋
老
後
念
、
敬
老
視
n州
内
総
耐
は
が
後

わ
り
、
今
説
か
ら
山
中
也
闘
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
め

山
中
議
九
五
肯
は
該
当
さ
れ
る
方
々
に
後
絞

鮮
滋
し
ま
し
た
の
で
、
8
月
四
白
ま
で

道
路
は
物
を
寸
緩
ん
だ
り
、
や
い
た
り
、

市
中
で
定
る
た
め
だ
け
の
も
の

T
は
あ
り

ま
せ
ん
の
今
で
は
私
た
ち
の
マ
い
い
こ
い

的
場
が
に
も
な
っ
て
い
ま
す
稔

そ
し
て
、
進
路
は
附
火
山
脅
か
ら
ね
た
ち

ゃ
今
一
る
大
切
な
役
割
引
を
沼
市
た
し
て
い
る

ニ
と
も
ゐ
れ
E
は
な
り
ま
せ
ん
。
い
さ

と
い
う
時
に
、
滋
制
約
a
M
M
紅
た
ち
の
味
方

に
な
っ
て
く
れ
る
の

4

で
す
"

滋
絡
は
あ
ま
り
に
身
近
ず
ぎ
て
そ
の

大
切
替
主
総
た
ち
は
い
包
れ
が
ち
で
て
そ

の
重
繋
殺
が
児
激
ぷ
怒
れ
が
ち
主
進
路

叙

卦

書事762さき



轄
に
ご
削
刊
附
捌
く
ど
き
い
。

w
v
申
し
込
み
皆
同
詰
予
約
ι
u
u
持
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
ロ

V
怒
鳴
一
陣
綴
内
科
綴
仲
間
山
達
郎
先
生

摘出盛雄…一一…ー…

一
度
待
相
州
、
父
線
内
役
制
削
を
み
つ
め
な

お
し
て
み
ま
せ
ん
か

g

怜
閥
均
時
に
d
l
け
ら
れ
主
か
っ
た
方
も

ご
持
病
く
だ
さ
い

c

w
v
持
参
時
チ
機
勝
手
航
艇
、
関
於
票

(
市
社
指
も
一
寸
か
れ
ず
に
や
w
U記
入
く
日
正
窃
い
}

司
1曲四
6
か
尚
円
減
緩
緩
綴
滋
門
口
緩

制
冊
目

N

が
ん
ο
は
相
前
後
状
の
摘
で
す
。
そ
め

た
め
、
出
回
分
際
殺
が
2

民
党
を
も
っ
て
検

訟
そ
受
け
れ
ho
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

お
互
い
に
揮
を
か
け
あ
っ
て
年
に
3

日
倒
的
検
訟
を
是
け
る
よ
、
ヲ
に
し
ま
し
ょ

V
対
象
市
内
校
校
内
部
絃
以
上
内
主

生マ
期
間
同

8
月
末
ま
で
の
秘
潟
水
曜
日
怒

れ
ん
村
ん
し
‘
申
し
込
み
が
少
な
い
機
会
に

は
綴
問
問
在
綴
織
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

V
受
付
時
間
午
後
2
時
か
ら
2
時

V
申
し
泡
み
電
総
て
総
帥
陪
セ
ン
タ
ー

へ
唱
し
込
ん
℃
く
だ
さ
い

n

端
崎
北
品
目
ー
の
刊
は
の
同

(
鴇
湖
北
開
蹴
南
口
後
歩

2
A
5

n
u
l
-
-
3
1
 

お
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h
リ

ド
ふ

料
品憲議械翻

慨
議制盟

指
胸

臨
縄

蘇
余

夏
休
み
は
子
ど
も
た
ち
と
じ
っ
く

り
つ
き
ム
口
え
る
い
い
機
会
で
す
心
子

ど
も
た
ち
と
一
山
捕
に
致
事
を
し
‘
削
桃

子
司
会
制
納
骨
増
や
し
、
滋
惑
を
手
伝
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V
対
象
緩
和
川
例
年
5
月
生
{
漁
知
が

い
き
ま
す
~

w'時同時

8
n
m自
(
火
)
午
後
1
時
日

分
か
ら
2
時
日
分

V
場
所
伐
採
子
市
保
綴
セ
ン
タ
ー

w
v
輪
開
挙
母
子
機
内
峨
手
続
、
開
問
捻
プ

ラ
ン

(
紫
描
附
台
・
1
4腸
R
Vか
問
円
〉

孟
蹴
農
酪
結
盟
ち
ゃ
ん
~

公
国
掛
か
ι

弓

一

遊
ん
で
る
の

し
か
し
、
券
げ
の
芽
が
伸
が
る
の

も
反
体
み
で
す

E

組
什
行
の
芽
は
問
中
抑
制

に
つ
み
取
る
こ
と
が
大
切
!
子
ど
も

を
よ
く
銭
事
L
、
次
め
よ
う
な
変
化

が
見
ら
れ
た
ら
字
情
閉
じ
対
』
惜
し
ま
し

ょ、フ
9

@
続
出
埠
時
刻
、
州
市
街
市
時
郊
の
乱
れ

(
外
出
、
外
泊
が
多
〈
な
る
)

⑩
議
議
づ
か
い
の
乱
れ
(
時
粧
を
つ
く

こ
と
が
多
く
な
る
)

盆
曹
附
組
装
m
w
変
化
や
不
相
応
な
所
持
口
開

。
や
た
ら
と
亀
綴
脅
か
け
た
り
、
か

か
っ
て
器
た
り
す
る

制
情
説
ム
涯
で
は
、
山
間
迭
を
内
す
っ
て
同
相

談
走
行
っ
て
い
草
寸
。
畿
接
担
制
緩
に

来
ら
れ
る
か
、
抵
誌
で
組
制
総
〈
だ
き

韓
議
メ
モ

わ
が
m
凶
も
戦
後
は
技
会
環
崎
明
が
火

き
く
変
わ
り
、
庶
民
的
ゑ
治
が
す
べ

て
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
化
B

恐
れ
た
た

め
に
、
約
気
も
い
北
百
と
ム
後
わ
っ
て
心
総

務
な
ど
綴
綴
附
帯
占
拠
人
摘
が
機
え
て
き

ま
し
た
。
使
創
刊
な
交
巡
議
隠
、
税
制
刊

な
電
化
綴
品
、
各
徳
律
i
ト
メ
i
y

m
m
ン
機
器
に
よ
勺
て
人
々
的
労
働
が

極
め
て
織
り
、
肉
体
的
議
動
と
精
神

的
運
品
闘
の
バ
ラ
ン
ス
が
く
ず
れ
て
き

て
い
ま
す
。
こ
れ
が
滋
々
の
ス
ト
レ

ス
と
な
っ
て
総
続
出
陣
併
殺
を
生
み
、
公

務
を
形
成
し
、
成
人
病
粧
品
訟
を
早
め

て
い
る
事
辻
一
世
め
ま
せ
ん
m

こ
の
開
明

代
的
融
常
務
長
兼
り
絃
え
て
、
耐
陛
臨
棋
を

縫
い
て
舟
く
市
併
は
、
大
変
に
む
ず
か

し
い
と
は
患
い
ま
す
が
、
現
代
人
に

と
っ
て
は
や
む
を
得
な
い
縫
命
で

t
いよ、フ翁

健
療
の
た
め
に
混
紡
を
す
る
の
で

す
か
ら
、
?
イ
ベ
i
ス
で
尚
M

分
に
合

っ
と
総
録
寺
む
が
け
て
〈
だ
き
い
砲

手
間
止
を
紡
か
す
主
脂
が
判
刺
激
き
れ
て

緩
め
活
動
を
助
け
ま
す
ω

身
体
を
動

害
賠
擁
擢
は
醒
難
機
関
で

次
の
子
科
問
機
種
は
医
療
険
機
で
受
け

て
く
付
ん
さ
い
。

な
お
、
般
向
治
医
療
機
州
問
に
つ
い
て
は
、

総
総
セ
ン
タ
i
‘
市
民
線
総
口
及
び
長

支
所
い
い
澄
い
て
あ
る

1

我
孫
子
市
出
附
縫

セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内
い
者
ご
覧
〈
だ
き

しV
持
品
世
母
子
健
機
学
制
収
と
印
鐙

V
刷
用
尽
級
学
叫
閉
ま
で
祭
料

容

か
す
鴨
川
と
に
よ
っ
て
、
筋
肉
的
議
労
を

時
間
複
さ
せ
た
り
、
動
か
し
続
け
る
こ
と

で
間
関
節
の
柔
軟
燃
を
保
つ

ψ

い
と
が
で
草

ま
す
令
そ
れ
と
と
も
に
成
人
絞
め
千
時
間

に
は
、
↓
制
球
的
遂
動
鐙
全
然
資
す
る
こ

と
、
一
般
に
殺
人
で
1
日
お
た
り
2
0

0
1
3
0
0
J
H
河
を
減
殺
す
る
こ
と
が

議
ま
し
い
の
で
す
。
混
滅
的
総
裁
に
は

f野
こ
だ
わ
ら
ず
、
軽
い
隊
機
や
数
帯
小
、
も

よ
い
で
し
ょ
、
寸
C

@
$
0
0
J
泊
摘
柄
欄
賦
す
る
灘
動

@
宇
行
〈
部
分
間
i
m
w
討
す
宇
部
分

盆
事
浦
嶋
苧
(
ん
砕
A
7
m
W
1
1
1
0
パ
}
;
的
分

@
サ
イ
ク
リ
ン
グ
。
m
w
分

@
テ
ュ
ス
的
後
ね
ら
。
部
分

。
卓
球
・
日
日
分

日i崩鹿子討しが

@
ブ
ル
フ
，
i
A
ラ
ウ
ン
ド

い
ず
れ
に
せ
よ
滋
殺
の
種
療
と
畿

と
も
、
土
品
約
猷
障
の
指
議
に
よ
っ
て
決

め
て
〈
だ
さ
い
。
ま
た
、
健
綴
ブ
〈

り
の
た
め
の
逐
動
的
地
地
叫
け
は
次
め
と

お
り
で
す
。

L
肉
体
的
一
運
動
と
抑
制
線
的
運
品
酬
の
バ

ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
。

z
ハ
ー
ド
な
務
総
を
ま
と
め
て
行
、
つ

よ
り
、
ソ
フ
ト
で
も
よ
い
か
ら
毎
回
口

持
久
的
に
統
け
る
こ
と
。

3
拘
附
分
に
も
で
祭
る
と
尽
ヲ
純
凶
閥
均

こ
と
を
鵜
L
〈
続
け
ら
れ
、
マ
イ
ペ

ー
ス
で
行
え
る
こ
と
。

4a
痛
人
で
も
市
肉
体
仏
間
幅
増
品
闘
が
治
療
上

効
果
を
あ
げ
る
と
と
が
多
々
あ
り
ま

?
の
で
、
主
待
機
と
よ
く
綴
縦
し
て

行
う
ご
と
“

$
他
人
め
ま
ね
ば
か
り
し
な
い
こ
と
。

浦
雄
品
開
は
抽
出
康
づ
く
り
が
包
的
で
す

が
‘
ま
っ
た
く
違
っ
た
方
向
に
向
い

乞
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

6

問
問
巡
っ

て
も
「
制
時
臨
棋
の
た
め
に
は
、
命
な
ん

て
繋
ら
な
い
し
な
ん
て
こ
と

ιな
ら

な
い
よ
、
ヲ
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

V
開
問
い
合
お
せ
品
料
何
時
子
治
医
師
会

官
(
槌

)
5
5
2
5

県知事鷺を受賞

哉
の
拠
開
修
一
明
期
間
同
(
6
河
4
日
1
M
m
m
〉

に
ち
な
ん
で
、
ア
河
川
N
B
{
ホ
寸
千
葉

県
出
臨
御
怖
い
な
ン
タ
!
で
1

千
葉
県
健
検
問
九

時
鳳
写
生
徒
中
出
火
帯
設
会
い
が
お
わ
れ
ま

し
た
。閣

時
内
各
織
的
代
表
知
名
が
参
加
し
た

小
学
校
女
子
抑
制
酬
で
は
、
術
的
代
表
と

し
て
務
扱
L
た
出
問
問
機
予
さ
ん
(
嚇
刊
紙

子
第
一
一
小
6
部
〉
が
経
泊
四
努
に
揮
さ
、

娘
知
事
掛
践
を
受
殺
し
ま
し
た
。

食
事
め
あ
と
は
、
か
な
ら
ず
粛
を
み

が
〈
か
、
日
告
ゆ
す
ぐ
と
い
う
出
固
さ

ん
は
も
「
回
開
礎
的
先
生
に
教
え
ら
れ
て

か
ら
、
開
制
叫
閥
的
曲
み
が
事
寸
は
、
品
槻
み

"
が
器
粉
を
つ
け
ず
に
お
分

蜘
く
ら
い
時
間
同
を
か
け
て
み

砲
が
い
て
い
ま
す
a

こ
れ
か

ち
も
、
品
開
や
街
f
事
を
大

事
に
し
て
い
き
た
い
と
縁

い
ま
す
し
と
滋
し
て
い
ま

し
た
。
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罰
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舘
一

一
一
だ
よ
り
一

ゆ
湾
民
間
闘
骨
盤
総
宮
(
目
別

)
T
1
1
0

府
軍
淑
北
鈴
A
H
臨
時
副

(
M
M
)
3
0
5
6

0
術

佼

分

総

盟

(
ω
)
1
3
1
1

穆
移
動
総
鐙
抽
出
掛
〈
的
前

)
0
9
0
9

vr 高

絵
本
的
統
み
間
関
か
せ
や
楽
し
い
お
は

な
し
な
ど
を
潟
殺
し
て
い
ま
寸
a
4
歳

か
ら
9
品
川
く
ら
い
ま
で
内
チ
ピ
ゾ
子
議

f
L匂

;
t
 

v
s務
権

8
月
3
m
m
〈ホ
t
U
口
口
〈
ホ
)

↓
市
川
脱
会
総
務
4
品
京
総
宗
本
8
月
間

a

(
木
)
、
山
日
日
六
木
)
市
仲
分
総
お
は
な
し

の制御削除

V
時
醐
間
午
後
4
持
か
ら
4
持
持
分
ま

原絵・縄文時代に

タイムスザップLてみませんか
今月の r私の妻子きな

この場所、この風景J

の写真はお休みします

灘

北

村
羽
染
色
1

v
h
w
お
お
い
校
f

タ
ザ
ス
ト
リ
i
ぺ

和
欽
山
的
問
問
〈
日
刊
号
)
、
国
民
M
W
市
対
め
(
却

号
)

wv
作
者
機
口
市
子
(
天
気
樹
)

布

佐

分

館

較
し
ゅ
う
れ
行

wv
作
品
校
総
~
初
号
)
、
潟
明
明
(
日
号
て

仲
よ
し
…
仰
せ
)

ザ
作
者
吋
協
同
崎
峰
子
(
青
山
お
〉

変

ル

悼

み

の

か

と

と

き

、

朝

晴

子

で

獄

絵

吋

務

代

に

も

ど

っ

て

み

ま

せ

ん

か

の

一

原

始

人

は

ど

の

よ

う

に

し

て

ふ

さ

校

総

…

こ

し

た

り

、

党

著

し

て

い

た

の

で

し

一

ょ
う
。
決
以
千
円
台
地
か
ら
は
、
た
く

幸

ん

の

縄

文

食

器

や

石

器

、

全

員

一

の
か
ら
な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
*
慾
絞
故
恭
倹
竹
か
ご
づ
く
り
実
淡
と
か
と

後

そ

ろ

っ

て

原

始

時

代

的

余

滋

に

チ

ャ

づ

く

り

@

竹

滋

び

⑦

識

な

い

一

レ

ン

ジ

し

、

経

由

史

的

背

緩

や

議

一

時

的

生

V

対

象

市

内

夜

徐

め

小

学

生

以

下

{

町

肝

吋

関

係

学

乞

学

び

な

が

ら

‘

脚

光

一

絡

に

そ

の

綾

子

一

一
部
町
然
治
体
験
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
の

V
定
続
出
総
1
6
0
名
目
恒
俊
〈
光
藩
談
涯
、
暴
表
情
桝
が
ま
た
域
加
し
て
い
い
た
り
し
た
時
は
、
返
報
し
て
〈
だ
喜
一

喜

時

8
月
初
詰
(
日
)
午
後
1
禁

煙

ま

て

そ

の

望

苦

手

ま

す

支

Z
L綴
い

し

ま

す

ゅ

一

ら
8
時
ま
で
〔
隠
十
式
決
行
〉

V
禁
制
繁
1
人
5
0
0
何
(
嘉
一
日
待
カ
レ

i
干
し
、
に
ひ
開
け
に
は
談
窓
mで
、
。
畿
走
践
紙
の
合
年
一
庁
耐
強
ま
っ
て
い
る
。
一

毒

液

主

義

館

竺

暴

走

族

的

対

立

抗

争

事

件

も

発

生

し

ま

塁

豪

が

い

つ

も

滋

品

っ

て

い

る

一

V
内
容

3
缶
詰
な
し
「
縄
文
時
代
的
マ
串
し
山
崎
み
・
問
い
会
わ
せ
骨
髄
絞
往
し
た
0

8
月
は
、
学
校
が
夏
休
み
で
あ
場
術
が
あ
る
ゆ
ま
れ
ん
現
夜
中
舵
っ
て
い
る
u

一

人
i
F
い
く
ら
し
い
後
ハ
庁
今
に
党
務
者
余
粛
の
氏
名
(
ふ
る
こ
と
か
ら
義
走
行
為
も
多
発
し
ま
タ
a

a

'

十
ン
パ

i
を
採
り
州
削
げ
た
り
‘
ナ
ン
一

2
体

総

長

会

安

警

露

主

り

が

な

寸

年

齢

、

語

、

電

話

撃

を

撃

で

は

、

襲

警

取

り

締

ま

Z
パ
ー
の
な
い
オ
ー
ト
バ
イ
完
か
け
た
。
…

畿
に
よ
る
煮
炊
各
③
魚
の
た
お
伊
夫
議
き
明
記
し
、
臨
時
M
m子
新
波
誠
中
炎
公
民
的
醐
強
化
し
て
い
ま
す
が
、
市
災
の
み
な
活

V
巡

綴

仲

間

我

孫

子

縁

務

署

一

③
一
竹
に
よ
る
飯
炊
寺
、
こ
し
き
に
よ
る
宮
〈
邸
〉
6
5
1
5
へ

ん

も

次

の

よ

う

な

と

と

今

町

民

た

り

‘

間

間

借

〈

印

刷

)
0
1
1
0

…

1
i
!
i
1
!
t
i
l
l
-
s
i
!
!
1
1
1
1
1
1
1
i
l
-
-
1
1
!
t
1
1
!
j
i
i
i
!
1
6

一

同

こ

れ

か

ら

の

協

会

の

機

動

は

、

年

3

一

誌で

2
2
2
3
ニ
ク
不
完

p
a
y
h
:榔

j
d
F
詰
立
五
…

望
台
分
結

2
3、
ご

j
切
v
/
刊
巧
d
o
o
t
正
ib
宅

J

Jお
級
車
。
移

3め

る

た

め

皇

室

…

章

一

飯
、
写
真
芸
展
示
が
ま
司
支
ぺ

l

一

Zど
、
ブ
ル
マ
愛
好
裁
の
護
霊
…

ス
世
絵
け
、
市
災
の
み
な
さ
ん
に
雲
…
ゴ
ル
フ
は
、
芸
品
事
に
す
る
り
ま
で
、
殺
し
み
な
が
ら
総
裁
不
肢
を
こ
の
ま
、
京
民
ゴ
ル
ブ
言
語
長
紛
向
上
を
棄
さ
せ
て
い
主
い
一

言
設
し
て
い
ま
す
の
制
緩
は
1
章

一

ス

ポ

j

y

e

上

手

な

人

も

、

下

主

的

詰

ま

る

競

技

マ

あ

る

。

ょ

の

た

め

、

今

年

か

ら

室

催

で

主

主

考

え

て

い

る

。

…

で
、
グ
ル

iγ
、
納
入
は
関
い
ま
せ
ん
。
一
人
も
そ
れ
ぞ
れ
の
校
街
に
応
じ
て
義
裁
張
子
ブ
ル
7
協
会
〈
A
G
A
)
が
発
ゴ
ル
フ
数
祭
(
し
一
ア
ィ
!
ス
)
が
は
じ
め
マ
問
い
合
わ
せ
ブ
ル
フ
警
官
例
制
国
一

日
頃
号
化
庁
長
雲
工
場
と
し
て
、
亡
を
。
ス
タ
ー
ト
め
テ
ィ

i
y
ョ

ぞ

た

の

は

器

粉

々

震

の

ゴ

ル

主

だ

協

会

か

ら

は

、

議

指

導

的

変

E
g
2
5
7
0

…

長
級
に
ご
望
〈
だ
さ
い

Q

一

、

，

ト

で

震

後

宮

、

だ

き

も

伺

ア

人

口

も

を

受

量

的

会

塁

手

伝

い

字

る

た

め

、

警

が

重

し

誌

は

、

パ

ス

ケ

y
ト
ポ

i
ん

建

一

↑
ヒ
硲
吋
ナ
イ
ス
ヨ
ソ
ト
」
と
↓
仰
を
か
は
ま
0
0
名

を

制

限

え

ど

い

る

。

な

か

で

て

い

る

。

を

紹

介

し

ま

す

G

一

一
一
げ
ら
れ
れ
ば
‘
足
ど
り
も
粧
品
、
か
に
も
、
女
後
ゴ
ル
フ
ァ
ー
が
多
〈
な
り
、

P
均

プ

綱

一
自
然
と
コ
ー
ス
室
生
b)
緩

み

し

め

惑

や

か

さ

毒

し

て

い

る

の

綿

糸

ふ

一

一

一
ζ
進

ん

で

?

蓄

を

ま

笠

宮

球

苦

言

、

3
2

麟

Jfwru
一

一

Z
閥
m

変

に

は

‘

絞

孫

子

ゴ

凡

ツ

標

準

働

問

綴

広

一

考

綴
議
議
欄
際
ぺ
γ

…

一

部

で

京

仏

政

火

舎

を

問

附

録

し

て

い

る

c

ニ

線

機

議

鐘

壊

〓

'

一

的

大

会

的

出

場

希

望

は

多

〈

ム

開

轍

識

ιミ
一

一

室

を

す

る

ほ

ど

で

あ

る

e

そ

の

た

め

、

機

駅

蕗

…

vw

…

…

今

三

重

大

会

は

、

8
月

間

臨

も

加

議

報

掛

川

h

…

一

宮

内

2
Rに
分
け
て
校
、
つ
(
6
十

盟

事

附

附

)

。

機

綴

瀦

議

湾

、

一

…

霊

平

等

中

叩

民

的

レ

パ

ル

は

子

、

A
7
年

警

警

一

町

も

好

ゲ

ー

ム

が

酬

蛸

待

で

愚

そ

フ

だ

a

h

v

女
性
の
脊
加
も
多

w

ま

た

、

毎

年

秋

い

い

行

わ

れ

る

熊

田

氏

体

〈

怠

っ

た

市

畏

大

脅

時
同
大
会
ゴ
ル
フ
市
山
部
に
は
、
協
会
か
ら

回
選
手
を
液
遣
し
、
好
絞
殺
争
殺
し
て
い

る
。
問
喝
如
刊
例
年
疫
の
大
会
で
は
、
総
会

開
制
勝
に
輝
い
た
“
今
年
も
噂
い
ん
伎
を
ね

ら
っ
て
議
事
を
派
透
す
る
。

* 

調

静

観

冊

古
削
除
の
ひ
ろ
ば
の
写
真
を
務
綴
し

て
い
ま
す
礎
テ

1
7
は
「
犯
の
好
き

な
こ
的
場
折
、
こ
め
胤
景
勺
務
総
に

総
所
、
氏
名
、
電
話
裳
秒
、
顕
彰
年

段
、
州
明
記
問
、
ひ
と
畿
を
明
記
し
、
校

総
子
1
8
6
0
0
市
役
午
前
絞
殺
広
務
談

へ
ど
っ
ぞ
3
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部
謝
滋
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綴
り
ま
す
un

マ
有
料
で
学
誌
時
間
ム
プ

l
フ
ル

(
W
W
M
A

2
1
5
ゐ，

w

内包
H

門
官
(
開
〉
8
9
4
R

O
〉

V
蜘
申
し
込
み
各
泌
総
交
へ
政
措
明
也
話

し
て
く
判
ん
冬
い
c

な
お
、
コ
ー
ナ
ー
掲

載
は
、
十
市
民
詐
吋
出
潮
時
消
州
目
抜
一
m
w
m
で、

後
紛
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
お
ナ

i
出向

V
3
iナ
i
酎
刊
間
川
上
の
注
意
殺
り
肢

う
泌
物
は
、
家
具
、
台
所
m
m曲
、
弔
眠
気

製
品
、
お
油
製
品
、
手
供
同
出
品
、
学
湾

総
品
、
自
転
車
〈
凶
m
H
円
を
食
わ
)
な
ど
主

と
し
て
nH
泊
誰
災
害

e

的
耐
久
治
税
対
と

し
ま
す
。
衣
鋭
、
自
動
車
生
き
仏
判
は

絞
り
扱
い
ま
せ
ん
。
捻
供
給
は
い
地
内
科
、

有
料
ど
九
ら
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
が
、
・

符
科
的
場
合
の
緩
供
織
的
閉
め
目
安
は
、

臨
購
入
後
1
年
以
内
の
も
内
で
録
制
倒
的
5

級
以
内
‘
上
限
を
5
万
m
門
ど
し
ま
す
喰

V
間
同
い
合
わ
せ
市
民
生
活
様
消
綿
民
主

治問開

母き

殺事華子市体済協会紹介-9

こゴルフ擁

和棚

w
塞
@
?
容
態
?
移
管

A
g
Z菜
苓
会
鑑
亨
事
事
彦
、

役

務

的

恒

久

平

和

は

、

人

総

共

唱

地

内

出

帆

い

で

あ

る

。

榊

し
か
し
会
が
ら
.
A
7
時
な
お
後
界
的
動
車
は
、
片
棋
戦
争
の
危
機
を
は
ら
み
、
一
一

誠

心

緩

遂

に

た

え

な

い

。

一

一

わ
が
問
闘
は
蛾
之
内
線
胤
照
的
闘
と
し
て
‘
級
一
知
器
的
総
ろ
し
き
し
へ
被
爆
者
め
骨
髄
閣

し
み
を
人
直
後
界
的
人
々
に
訴
え
、
将
び
広
胤
町
長
締
の
憾
蝋
閉
ま
操
り
滋
し
ど
は

ヤ
ら
な
い
。

殺
係
子
市
は
市
間
判
的
生
命
と
安
全
を
守
る
た
め
、
い
か
な
る
岡
田
町
い
か
な
る

絞
兵
器
心
対
し
て
も
、
そ
め
縫
絡
を
次
的
、
こ
ニ
に
本
初
都
市
食
前
借
迂
回
す
る
。

開
閉
和
田
専
門
い
月
3
8

俳

骨

盆
師
向
丹
照
ら
す
諸
問
機
内
ト
タ
ン
属
機
姪
間
同
八
サ
チ

夜
持
構
内
小
き
春
期
闘
を
し
ぼ
り
け
9

輸
相
滋
イ
チ
子

勾
含
ぜ
ん

一
審
湧
い
て
後
討
の
花
峨
き
変
る
時
間
比
谷
千
鈴
子

機
拠
能
え
余
生
い
と
し
み
タ
機
附
制
作
帥
閉
ま
さ

を
ず

の
び
川
市
つ
だ
い
荒
野
に
排
出
る
葛
に
花
一
一
一
谷
薬
物
仲
判

事
み
だ
る
る
利
問
械
が
濁
り
て
水
港
し
同
州
開
幅
昭
治

の
れ
ん

滝
茶
威
内
線
援
の
機
り
滋
し
よ
き
前
田
は
る

i
紛
争
的
穏
に
め
ぐ
み
の
較
的
〈
る
野
口
こ
う

い
獲
し
づ
く
う
っ
し
殺
に
映
く
赤
の
ま
ま
機
部
務
花
街

レ
叫
縦
約
の
い
き
り
火
あ
ま
た
榔
溺
の
宿
机
怖
感
白
議

会
合
一
と
と
義
的
土
砂
時
締
り
と
な
り
繋
毅

染

識

卓

卦

附

相

手

代

子

小
舟
ツ
サ

病
問
機
機
的
泣
く
引
い
正
義
浴
に
烏
も
来
ず
動
か
ぬ
争
犯

滋

に

晴

れ

を

待

ち

問

問

り

問

問

れ

い

静

江

公
ね
ぢ
花
や
や
一
前
り
て
附
凡
れ
ば
ふ
と
刺
繍
ふ
昔
、
議
長

1
1

日

的

飴

奥

野

二

一

一

…

い
甑
科
医
出
遣
い
玉
方
急
進
容
に
で
八
十
路
内
痛
む

1

徽

た

ち

ま

ち

約

十

'

務

X

鯵
校

i

ジ
i
パ
ン
の
乙
女
が
絞
め
後
車
に
で
経
済
学
的
総
務

一

札

際

を

絞

め

る

之

校

和

夫

い
悩

o
mい
母
さ
ん
は
い
か
に
よ
事
も
の
か
パ
ス
待
つ
問
問
そ
の
チ

ベ
刊
す
中
点
以
今
ス
す
る
陣
内
的
捌
ん
あ
り
総
務
千
鶴
子

炉
別
ザ
削
海
見
ゆ
る
こ
の
誠
に
小
き
皇
家
を
肉
親
て
老
夫
と
終
に

は

均

叩

相

官

申

婚

し

て

見

た

し

小

山

ω

礼
子

さ

仁

仁

直

訴

訟

縁
日
ル
イ
蹴
刷
い
さ
ぎ
よ
く
散
ら
む
が
た
め
に
桜
花
は
叫
吹
く
溺
あ
る

は

切

イ

引

殺

を

知

ら

す

り

わ

れ

は

弁

上

自

起

子

り
告
ソ
ロ
官

川
一
ふ
れ
い
れ
端
科
雲
開
向
よ
刊
も
れ
て
殺
す
門
口
の
う
つ
り
つ
つ
カ
と
よ
ヤ

骨
量
で

U
H

先

的

仲

怖

の

彩

の

紛

は

し

公

苧

寧

綴

丈
一
人
纂
十
五
年
た
だ
ひ
与
じ
に
家
ま
ま
の
吠
え
っ
ゆ

ナ

I
A蛇

殺

に

清

和

検

川

相

万

里

開
問
鈴
の
や
さ
し
事
務
に
悌
忍
い
ふ
る
混
怒
り
を
殺
に

数

え

っ

閉

口

草

山

手

部骨。
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裁
孫
子
駅
枕
は
か
ら
線
路
冷
い
に
火

r
ヱ
ム
問
中
刀
ぷ
閣
へ
約
6
0
0
いれ
i

常
銭
的
概
か

り
…
閑
滋
6
号
機
ま
で
が
総
本
自
治
会
で

あ
る
H
む
隊
参
開
…
H
。
抜
本

6γ
闘
を

中
心
に
、

s
r
Rと
7γ
閥
的
一
誌
が

設
ま
れ
る
u

防
波
川
削
い
に
は
、
外
食
内
木

町
山
怖
や
ス
ポ

i
ツ
ン
ョ
ワ
ア
が
検
ち
設

vt 
会
員
数
は
3
6
6
皆
様
(
日
夜
〉
。
大

半
が
一
段
荻
万
一
闘
に
録
的
る
サ
ラ
リ
ー
?

ン
“
絞
ま
で
接
い
て
い
何
分
間
関
度
と
い
、
ヲ

制
判
隔
世
性
か
ら
泌
総
ル
叫
ん
也
内
開
法
廷
も
燃
め

ら
れ
、
開
州
荘
も
会
員
が
嶋
え
と
い
る
。

tM治
会
発
足
止
日
時
か
ら
役
員
を
緩
め
、

朝
刊
配
人
結
緩
め
い
及
川
市
口
市
仰
さ
ん
は
、
「
内
M

総
会
が
発
足
し
た
の
は
、
抑
制
粉
詑
年
4

対
。
域
山
ど
い
う
殺
お
械
が
あ
っ
た
山

の
ふ
も
と
に
同
軒
の
怒
川
民
総
川
む
が
緩
て

一

関

棄

と

す

言

葉

武

者

小

路

被
撞
馬
・
問
問

A

紛
糾
鴨
ら
「
白
樺
い
部
品
が
そ
こ

一

欝

で

軽

量

、

?

?

池

町

一

命

富

豪

9
年

に

能

三

七

湖

北

霊

童

文

金

誌

、

語

版

的

存

雪

蓄

奪

重

義

が

来

訪

し

た

一

語

…

芸

工

芸

敬

之

助

著

中

絡

み

鼠

在

が

あ

っ

て

、

は

じ

め

て

後

し

之

官

時

代

で

ぬ

雪

中

心

に

雄

一

議

官

に

宮

Eが
来

年

で

号

車

、

む

い

え

る

そ

も

務

総

2
5
%か

れ
わ
め

h

か
え
き
す
。
と
こ
ろ
が
、
ニ
的
幾
何
刻
版
は
部
数
が
彩
饗
は
終
村
に
も
お
拘
わ
り
、
当
時
的
減

ら
れ
た
ん
で
す
a

そ
ユ
内
総
代
で
、
今
灯
も
な
く
、
夜
な
ど
は
本
当
に
寂
し
い
援
開
会
長
に
、
続
税
的
自
ム
沼
会
的
よ
叩
こ
的
問
問
に
‘
叶
湖
北
村
総
い
は
2

ι
少
な
く
や
が
て
品
切
れ
と
な
り
ま
し
た
。
北
小
学
校
内
青
年
教
師
州
、
泌
総
棚
副
議
は

め
並
本
自
ム
出
会
的
約
一
身
に
あ
た
る
城
山
と
こ
ろ
で
し
た
ω

汲
む
綴
装
な
ん
で
し
う
す
を
綴
っ
て
も
ら
っ
h
f
z

一
療
に
わ
た
り
.
複
制
州
事
れ
て
い
ま
す
む
そ
こ
℃
、
昭
和
出
年
以
内
側
刊
誌
村
誌
仏
総
総
~
白
樺
L

を
鱗
統
し
、
そ
れ
を
中

自
治
告
が
線
認
し
た
ん
で
す
a

治
時
は
、
て
い
な
い
か
ら
弘
前
が
総
る
と
す
〈
泌
叶
刊
行
事
は
年
一
昭
総
総
り
大
会
か
…
は
じ
め
は
昭
紛
ぬ
専
に
、
後
に
ゆ
市
級
制
リ
い
口
組
-
崩
年
b
m絞
殺
し
、
市
市
民
吋
刊
行
滋
障
の
膏
革
闘
に
終
的
し
て
い
草
す
b

殺
孫
子
卸
引
か
ら
踏
切
り
を
絞
っ
て
吉
治
行
均
一
け
に
な
り
ま
し
て
ね
a

み
ん
な
で
パ
ス
ハ
イ
ク
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
叫
輔
さ
ん
後
ω践
と
な
る
培
拐
殺
ス
氏
の

会
ま
で
の
開
問
は
‘
は
と
ん
と
伎
滋
も
め
よ
く
砂
絡
を
敷
い
て
枇
議
し
た
も
の
で
は
、
8
月
s
m
u
‘

6
臼
に
総
絞
り
大
会
…
綴
人
出
践
で
、
刊
行
以
来
、
半
世
紀
同
一
切
ぷ
U
W
九
f
f
L
V

川町
vdy--
ふ
ρ
一〈…
j
j

古
川

J
2
1
1
ザ
J
J
U
一八円〉

;

;

:

 

す
よ
し
と
震
怒
り
返
る
に

-
2し
て
い
て
、
守
は
そ
の
重
二
よ
り
に

d
Fが
震

に

が

さ

一

J
U
Y髄
議

J

)三
時
晴
A

J
盟

諸

制

年

代

に

ま

と

李

主

で

す

ω

で

も

ち

役

買

え

は

で

李

総

え

た

の

で

す

。

こ

の

後

ま

識

親

骨

噌

晶

劇

1
J
J
A

瓦
…
』
樹
齢
基
盤

芸

会

周

辺

は

警

に

宅

と

め

雪

ん

よ

く

F
伝

っ

て

く

れ

ま

す

。

…

裂

は

語

拍

手

伝

雪

去

;
i
w
軍

一

一

B
B一
二
ー
に
と
ど
一

J

地
問
開
発
忍
れ
、
会
員
数
も
と
い
う
の
も
、
う
ゆ
り
内
自
治
会
に
は
、
↑
中
市
史
輔
さ
ん
潜
血
錦
町
貴
重
な
火
憾
と

mm酬
明
、
そ
の
後
、
分
緩
や
抜
本
フ
ア
イ
タ

l
ズ
レ
乙
い
う
眠
打
線
チ

i

一
な
り
・
鍛
り
ど
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。
め
一
燃
と
し
て
ぷ
判
孫
子
治
史
資
料
…
ヵ
、
田
布
佐
附
刊
で
は
、
大
正
6
年

初
入
を
絞
リ
滋
し
、
昭
和
ム
や
‘
総
本
友
の
会
と
い
う
女
性
だ
け
一
総
念
す
べ
き
第
五
級
協
の
+
m
F占
時
摘
川
町
綜
叫
刊
誌
篇
抑
制
品
北
村
誌
』
と
攻
開
削
し
、
帯
住
小
学
校
い
い
磁
形
敏
男
校
庶
民
が
務
付
加

説
得
に
は
名
称
も
渋
木
向
的
カ
ラ
オ
う
湾
好
会
が
み
り
ま
し
て
、
一
と
な
っ
と
蹴
城
山
究
家
芳
筑
間
乱
数
絞
め
も
フ
…
叫
紙
、
総
刊
ぎ
れ
た
の
℃
す
。
!
日
、
独
創
的
な
教
育
実
総
合
縁
関
関
し
ま

Amゃ
な
乙
絞
め
成
主
に
絞
っ
呂
一
墳
か
ら
よ
く
交
流
を
深
め
て
い
る
ん
一
「
中
削
除
が
綴
る
夜
孫
子
お
史
的
課
題
一
そ
れ
か
ら
、
ま
た
十
都
淡
く
、
こ
持
し
た
。
そ
れ
は
、
品
川
時
、
全
国
的
叫
に
も

て
い
る
。
?
す
。
鰐
か
問
問
闘
が
緩
急
た
時
や
{
打
率
…
℃
も
、
『
湖
北
村
総
う
を
多
く
活
用
す
間
開
丹
市
史
づ
〈
り
の
な
か
で
、
『
湖
北
材
料
有
名
で
品
っ
た
千
薬
師
鐙
総
線
小
学
校

の
時
に
は
、
ま
と
ま
り
め
よ
さ
ゐ
必
縦
一
る
こ
と
が
、
経
喝
さ
れ
て
い
ま
す
伶
誌
』
が
つ
く
ら
れ
た
大
正
時
代
中
間
期
は
、
の
吋
続
出
削
教
育
」
と
も
鮫
わ
ん
と
す
る

し
て
く
札
事
す
白
こ
れ
か
ら
も
、
こ
う
一
そ
し
て
、

n
市
民
的
手
で
創
る
市
史
e

仙
川
沿
近
代
史
向
上
令
、
地
域
文
化
が
多
数
脊
で
し
た
。
泌
総
は
;
と
か
く
ぷ
帆

い
う
活
動
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
で
…
内
最
初
の
淡
燃
と
い
え
る

H

悶
湖
北
擦
に
際
流
し
た
時
代
で
あ
る
こ
と
が
雫
縦
し
じ
一
流
れ
が
ち
な
寸
歳
出
闘
い
を
強
翁

す

ね

し

叫

刊

の

あ

ゆ

み

H

(

「
市
山
民
同
間
交
い

3
所

は

っ
h

お
り
し
て
き
ま
し
た
a

せ
い
す
、
兇
重
出
回
身
に
段
ち
の
意
志
で
制
部

V
会
災
笈
川
吉
郎
淡
水
6
の
6
の
奴
〉
丹
、
市
口
氏
に
よ
る
十
数
一
一
続
的
決
出
品
科
孫
子
階
的
苧
災
制
的
措
り
は
‘
州
制
作
的
に
学
爾
寄
せ
る
よ
う
に
し
わ
け
る

5
惜
(
田

)
2
8
7
6

-
晶
紋
じ
近
い
m

}

と
か
ら
宙
開

間
摺
守
ン
シ
縫
ン
が
建
て

ら
れ
合
職
闘
が
増
加
し
て

い
る
議
本
宮
治
会
的
世
間

放
み

ぉ
b

市
農
の
手
に
よ
る
「
第
九
」
合
唱
、
濃
奏
者
募
集

ベ

;
'
r
lベ
シ
の
「
第
九
ヘ
わ
う
金
払

が
的
問
℃
こ
れ
政
人
々
に
相
叫
し
ま
れ
、

vw嚇
綴
対
象
年
齢
‘
後
初
、
経
験

談
擬
さ
れ
て
い
ら
y
ン
?
?
一

l
m
w有
持
は
不
均
練
誠
九

i
F捕

は

あ

り

ま

せ

ん

。

習

会

長

め

川

w
i
加

型

的

3
分
的
立

そ
の
「
抽
出
九
一
合
ぷ
日
分
た
ち
で
以
上
に
事
加
で
き
る
カ
む
繍
爾

g
終

泊
者
し
、
跡
地
、
ヮ
u

と
い
、
ヲ
、
歳
出
航
は
彼
自
遼
級
品

愛
軒
家
な
ら
だ
れ
し
も
出
品
〈
印
字
が
、

wv
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
廿
校
四
聞

こ
の
後
孫
子
治
む
ヰ
つ
や
〈
実
現
子
ム
ャ
日
同
削
減
閉
山
片
会
控
(
印
刷
)
1
3
7
7

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
u

一
説
日
凡
宮
戸
制
)
5
1
9
7
、
小
地
問
〈
心
的

あ
が
こ
第
九
ム
キ
品
開
会
℃
は
、

0
1
3
1

九
日
州
町
内
好
き
な
ト
ペ
談
九
を
油
事

し
て
み
れ
ん
い
十
力
作
募
集
や
ぶ
の
と
磁
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
部

お
り
一
行
い
ま
す
。
ふ
る
吋
で
ご
応

V
謀
総
対
象
特
に
滋
余
パ
ー
ト
、

総

〈

だ

さ

い

。

金

管

全

パ

i
ト
、
オ

i
ポ
三
、
フ
ァ

マ
演
饗
制
問
時
平
成
na
年
6
バ

部

ゴ

ァ

l
、
ホ
ル
ン
、
打
血
病
抑
留
〈
い
ず

日
〈
ふ
と
午
後
6
持
、
川
口
口
(
日
)
午
乱
も
品
市
mw経
験
者
)

後
2
時
的
2
m制

V
舗
瞬
間
百
持
利
則
行
総
uu
午
前
9
肉付ム
V

V
溌
幾
脅
磯
市
民
会
館
ホ
!
ん
ら
午
後
。
時
油
分
ま
で
中
市
消
防
惑
で

機

合

帽

唱

の

郎

町

噂

L
込
み
・
問
い
合
わ
せ
我
孫

子
事
長
フ
ィ
ル
出
村
官
(
剖
J
4
7
4

V
脅
議
開
山
名
「
あ
び
二
線
九
を
歌

5
、
滋
問
問
盟
九
割
)
5
4
1
7

識

め
?
で
r
読
む
争
争
品
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東
議
耕
輔
子

C
む
.
、
が
莱
住
持
職

軽
ト
ラ
ッ
ク

2
台
分
の
ゴ
ミ
を
闘
収

衛
山
に
あ
る
ゴ
ル
ブ
ク
ラ
ブ
東
殺

孫
子
カ
ン
ト
口
マ
ー
ク
ラ
プ
(
支
総
人
‘

中
村
捕
時
こ
で
務
〈
路
人
が
7
月
四

日
~
本
一
、
泣
く
の
綴
淡
布
依
・
車
問
山

崎
作
品
い
没
仲
間
f
Y
2拾
い
に
汗
を
災

し
ま
し
た
e

燃
料
品
棋
と
ゴ
ミ
ぱ
杏
み
を
手
に
、

沿
道
を
中
心
に
叫
就
き
缶
や
空
き
獄
、

ピ
ニ

i
ル
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
が
拾

い
ま
し
た
会
約
日
時
開
問
1

小
堀
町
滋

し
付
日
泣
か
ら
約
機
川
上
流
へ
の
い
M
J

の
滅
的
り
で
‘
経
ト
ラ
y
夕
立
台
分

め
ゴ
ミ
を
敏
明
め
、
治
滋
は
す
っ
か

り
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
c

附
問
ク
ラ
ブ
の
オ

i
ァ
ン
は
昭
和

お
年
.
来
棒
、
山
川
幽
同
年
を
迎
え
る

ニ
と
も
あ
り
ゴ
ミ
拾
い
は
、
お
世

綴
に
な
っ
た
線
機
へ
の
奉
仕
活
動

と
し
て
昨
年
的
?
尽
か
ら
淡
絡
し

て
い
る
も
の
で
、
コ
}
れ
か
ら
も
、

終日月
1
、

z閉
山
行
っ
て
い
き
た
い
」

と
認
し
て
い
ま
し
た
っ
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と

れ

&
努
判
決
、
れ
た
我
田
冊
子
世
市
由
民

淡
申
品
川
同
号
。
察
組
杭
的
移
築
は

錦
町
間
隔
閥
臨
時
が
後
織
し
た
ド
イ

ツ
総
務
典

紹
介
d

小
前
線
秀
一
氏
の
議
議

銭
以
内
文
畿
舘
」
的
謝
恩
綴
骨
組
附

っ
て
い
ま
す
。

叶
我
孫
子
市
史
研
党

Ln帯
叫
が
叩
刊
行
そ
め
は
か
、
中
市
代
中
世
論
集
は
鉄
文

さ
れ
ま
し
た
。
繁
践
は
、
来
年
問
機
化
と
地
名
や
人
名
の
読
点
か
ら
分
析
し
、

さ
れ
る
柳
磁
同
国
g
N
申
か
り
サ
ミ
ァ
ト
近
代
総
絡
は
出
品
弁
学
作
の
郎
総
と
女
性

我
孫
子
市
利
綴
耐
町
会
場
へ
の
箆
話
63

の
採
点
か
ら
「
内
問
機
三
点
を
考
銭
。
そ

櫛
聞
学
的
問
闘
際
性
;
の
同
容
…
衡
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